
第第１１号号議議案案 令令和和６６年年度度事事業業報報告告及及びび収収支支決決算算のの承承認認ににつついいてて

ⅠⅠ．．令令和和６６年年度度事事業業報報告告

１１  事事業業のの実実施施概概要要

主食用米の価格高騰、温暖化に伴う新たな病害虫発生等など、種子生産にとって

も激動の年度となりました。協会では、このような中にあっても稲麦大豆の必要な

種子が県内に確実に供給されるよう万全の体制で取り組みました。

また、県内種子産地の維持・発展に向け、産地の主軸となる経営体への支援を進

めました。

２２  主主要要農農作作物物のの県県内内作作柄柄概概況況

（（１１））稲稲

記録的な高温が登熟期まで続き、白未熟粒・カメムシによる着色粒が発生した。

特に県南部においてイネカメムシによる基部斑点米が多く確認されたが、種子

産地のカメムシ防除強化により種子への被害は最低限に抑えることができた。

作況指数は、（国公表では の「平年並み」）、 等米比率は ％ うるち と

なった。

（（２２））麦麦類類

出穂期から登熟期に周期的な降雨・高温傾向となり、県中南部の六条大麦・小

麦で赤かび病や倒伏が多く発生した。

種子においては、 麦とも細目傾向で、二条大麦・六条大麦は「不良」、小麦全

体では「並み～やや不良」となった。

（（３３））大大豆豆

開花期までの高温・乾燥から一転し、登熟期には日照不足となり、収穫期の遅

れ等もあり、品質（しわ、斑点粒）、収量（小粒）とも「不良」となった。



３３．．事事業業のの実実施施状状況況

（（１１））優優良良種種子子のの安安定定生生産産とと供供給給

１１ 優優良良種種子子のの生生産産

稲は契約対比で ％、麦（六条を除く）・大豆は ％以下となった。

単位： ａ． ．％

種類（品種数） 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①

稲

水 稲 ３６９ １，５２９ １，５２５ １００

飼料用 １８ ７７ ７７ １００

合 計 ３８７ １，６０６ １，６０２ １００

麦

六条大麦 ５０ １１７ １１７ １００

二条大麦 ２１８ ７１０ ６６９ ９９４４  

小 麦 ５３ １７１ １５８ ９９２２  

合 計 ３２１ ９９９ ９４４ ９９５５  

大豆（ ） ３９ ７０ ５９ ８８５５  

・・消消毒毒種種子子

水稲ばか苗病、いもち病等の予防に有効な消毒水稲種子の供給

令和７年産用水稲種子供給

数量

①

令和７年産用消毒水稲種子供給

数量

②

消毒供給ｼｪｱ

②／①

１，５９１ ８５１ ５３％

※水稲種子供給数量は、備蓄種子を含む。

・・飼飼料料用用米米多多収収品品種種

情勢変化で飼料用米の種子需要が減退したことから

・夢あおばは、生産停止（ 年産備蓄種子で対応）

・月の光は、前年度から半減（契約対比 ％） 単位： ａ． ．％

２２））生生育育状状況況のの確確認認

ほ場確認等に参加し、種子生産ほ場での生育状況を現場確認し、必要な対策を助

言指導するとともに、生産見込数量の把握に努めた。

品 種 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①
夢あおば

（奨励品種）
０ ０ ０ ―

月の光
（認定品種）

１８ ７７ ７７ １００



３３））混混種種事事故故防防止止

①種子ＧＡＰや異品種混入防止チェックシートの配付、種子生産者の１品種作付推

進、収穫等機械の共同利用推進、原種専用ネットの使用推進などコンタミ事故防

止の徹底に取り組んだ。

②事故処理費

万が一の事故に備えて種子生産者から 円 ㎏を収受した。（事故の発生はなし）

（単位：円）

費用負担

（種子生産者）

収入金額

①

支出金額

①

預り金

① －②

費用負担

対象数量

返金

時期

稲・麦・大豆

各 円 ｋｇ 円

稲：

麦：

大豆：

※預かり期間中（ 年未満）に事故の発生がなければ全額を返金する。

４４））種種子子品品質質のの確確認認・・管管理理

①種子下見指導会・種子検査

種苗事業者（種子場 ）が主催する種子下見指導会及び種子検査へ出席し、品

質や調製程度の把握に努めた。

②ＤＮＡ検査（稲もみ）

すべての種子センターの荷受け段階、製品調製段階の稲サンプルを取集し、

専門の分析会社でＤＮＡ検査を実施し、純粋性の確認を行った。

（原料荷受段階： 点 製品調製段階等： 点）

③発芽試験

生産された種子を種子場ＪＡが農産物検査法に則りサンプリングし、発芽率が

種苗法に規定した基準 稲 、麦･大豆 以上であることを確認した。

また、本会においてもＪＡ全農とちぎが所有する備蓄種子 稲･麦･大豆 の発芽

試験を支援し、発芽率の基準以下のものは販売から除いた。

（発芽試験：（稲） 点 （麦） 点 （大豆） 点）

５５））受受検検対対策策

米の受検対策会議（令和６年７月１２日）を開催し、品質向上の推進や検査

協力体制の確立に努めました。特に、品質向上では適期収穫、高温時の適切

な水管理による腹白米・胴割れ米の発生抑制、過乾燥米の発生防止等を指導

した。



６６））種種子子のの需需給給調調整整

①優良種子の安定供給

品名

年産

生産量

備蓄 県外購入

･転用

７年産

の需要

繰越

⑤＝

ｼｪｱ

契約 ①生産 ② ③ ④ ①②③ ④ ⑤ ④

稲

麦

大豆

※詳細は、６．附属明細書を参照

②計画的な備蓄

天候不順による不作や急激な需要拡大による供給不足を最低限に抑えるため、

下表のとおり備蓄した。

・備蓄種子 （令和 年 月末現在）

品名 品種

７年産用

販売実績

① 前年比

備蓄量

②

備蓄率

％

② ①

稲

コシヒカリ ｔ ｔ

あさひの夢 ｔ ｔ

なすひかり ｔ ｔ

とちぎの星 ｔ ｔ

夢あおば ｔ ｔ

月の光 ｔ ｔ

麦

ﾆｭｰｻﾁﾎｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ ｔ ｔ

とちのいぶき ｔ ｔ

シュンライ ｔ ｔ

さとのそら ｔ ｔ

イワイノダイチ ｔ ｔ

タマイズミ ｔ ｔ

ゆめかおり ｔ ｔ

もち絹香 ｔ ｔ ―

大豆 里のほほえみ ｔ ｔ

※大豆の①は、令和７年産用販売見込数量。



・災害対策用に県育成品種の種子を備蓄した。（県補助事業）

品種 年産 数量 保管期間 保管場所

なすひかり ｔ 令和 年 月 日

～令和 年 月 日

Ａグリーンとちぎ

中央物流センター

とちぎの星 ｔ 同 上 同 上

③残量処理

稲・麦類・大豆の種子販売価格に 10 円/kg を加算し収受した財源で、販売が

出来なくなった備蓄種子を処分した。

（単位：円）

費用負担

（種子購入者）

収入金額

①

支出金額

②

収支

③

（①－②

前年度

繰越金④

次年度

繰越金⑤

④＋③

稲 円

麦 円 ㎏

大豆 円 ㎏

△

※収入金額①は、預金利息を含む。

（残量処理内訳）

項目 主な販売先 処理数量

ｔ

協会負担

円 ㎏

支出金額

円

主食用稲 元～ 煎餅会社等

夢あおば 飼料会社

大豆 大豆実需者

育苗ｾﾝﾀｰ助成

合 計

・残量処理対象の種子もみは ｔありましたが（ ）、ほぼ全量を販売処分し、

種子販売単価との差額を協会が補填した。

今後の残量処理対象

項目 処理数量

ｔ

処理費 概算

（万円）

主食用稲

夢あおば

月の光

麦類全体 ～

※夢あおばは、 産用の ｔを含む。



７７））種種子子生生産産技技術術のの向向上上

①各種子場農協や部会に対して県・関係団体の協力を得ながら研修会等を開催すると

ともに、関係機関協力の下、採種技術平準化や生産管理指導研修会等を開催した。

会議・研修会 実施時期 開催場所

種 子 セ ン タ ー 担 当 者 会 議 令和６年 ５月２１日 栃木県 ビル

麦 類 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和６年 ６月２０日 栃木県 ビル

稲 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和６年１０月 ７日 栃木県 ビル

大 豆 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和６年１１月２２日 栃木県 ビル

種 子 生 産 研 修 会

ｲｲﾈﾈｶｶﾒﾒﾑﾑｼｼのの生生態態、、被被害害及及びび防防除除法法

令和７年 ２月１３日

～２月１４日

日光市

②採種体制の強化と優良種子確保のため「種子場農協交付金」、「稲こうじ病防除

助成金」等を種子場農協に助成した。

③採種農家の技術の高位平準化を図るため技術資料を作成し配付しました。

＊ 稲種子異品種混入防止チェックリスト、種子ＧＡＰ生産者チェックリスト

＊ 種子もみ枝梗対策チラシ、種子大豆紫斑病・べと病防除チラシ

＊ 種子栽培履歴報告書

④「種子生産部会長表彰基準」に基づき２名を表彰した。

小小山山農農業業協協同同組組合合小小麦麦採採種種部部会会 部部会会長長 相相川川 祥祥男男 氏氏 部部会会長長 年年

那那須須野野農農業業協協同同組組合合黒黒羽羽採採種種部部会会 部部会会長長 益益子子 英英一一 氏氏 部部会会長長 年年、、

副副部部会会長長 年年

⑤「優良種子生産部会表彰基準」に基づき３部会を表彰した。

稲種子の部 ：下下野野農農業業協協同同組組合合 採採種種部部会会

大豆種子の部：那那須須野野農農業業協協同同組組合合 今今泉泉大大豆豆集集団団栽栽培培組組合合

那那須須野野農農業業協協同同組組合合 下下中中野野大大豆豆組組合合

交付先
種子場JA名

稲種子稲こうじ病
対策対策助成金

（円）

麦類種子赤かび病
対策助成金

（円）

大豆種子紫斑病
対策助成金

（円）

種子場農協交付金
（円）

JAなすの

JAしおのや

JAなす南

JAはが野

JAしもつけ

JAおやま

JA足利

合計

交付先
協議会名

地方農業振興協議会
交付金
（円）

河宇

上都賀

芳賀

下都賀

那須

塩谷南那須

安足

合計



８８））消消費費者者・・実実需需者者かからら選選ばばれれるる主主要要農農作作物物のの生生産産

・一般生産者への高品質生産資料を作成し、生産者への周知徹底を図った。

① 稲：発芽に大きく影響する種子籾の浸種について注意を喚起

＊ 種子籾浸種留意点：「浸種水温は ～ ℃（ ℃前後）で 」チラシ

② 麦類：適切な収穫・乾燥・調製のポイント

＊適期収穫が決め手！（良質麦の安定生産を）チラシ

③ 大豆：「里のほほえみ」の栽培資料

＊「里のほほえみ」の栽培ポイント（準種子・備蓄種子）チラシ

・・地域特性に応じたきめ細やかな栽培管理・品質改善対策を推進するため、各地方

農業振興協議会が実施する各種講習会を助成しました。

９９ 広広報報活活動動

情報紙｢とちぎ米麦改良｣の発行（３回／年）

ホームページによるタイムリーな情報提供（随時）

（（２２））種種子子生生産産体体制制のの強強化化

種子産地の軸となる経営体の育成に向け、生産法人や集落営農を対象とした経営の

聞き取り調査や研修会を実施した。

種子生産経営研修会

・１１月１５日（２７人出席）

・講師：宮城県農事組合法人いかずち 代表 佐藤和也氏

・内容：法人経営のノウハウ

スマート農業を活用した経営の効率化

講師：佐藤和也氏 講師を交えた交流会

交付先
協議会名

助成金（円）
交付先

協議会名
助成金（円）

交付先
協議会名

助成金（円）
交付先

協議会名
助成金（円）

河宇 芳賀 那須 安足

上都賀 下都賀 塩谷南那須

合計

米・麦・大豆品質改善講習会助成



４４．．主主要要行行事事内内容容（（令令和和６６年年４４月月～～令令和和７７年年３３月月））

月 日 場 所 内 容

４

１２～ 各種子場ＪＡ 令和６年産麦類採種ほ場確認会出席

１４～１５
農業総合研究

県内現地圃場

全国麦類育成系統立毛検討会出席

２０ 栃木農場 令和６年産麦類原種立毛検討会出席

２３ 黒磯・高根沢農場 令和６年産麦類原種立毛検討会出席

２５ 栃木県 ビル 令和６年度種子生産ＪＡ取扱会議開催

２７ 栃木県 ビル 令和５年度種子生産ＪＡ取扱会議開催

５ ２１ 栃木県 ビル 令和６年度種子センター担当者会議開催

６

４ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回幹事・事務局員会議開催

１２ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回理事会開催

２０ 栃木県 ビル 令和６年産麦類種子調製程度確認会開催

２６～ 各種子場ＪＡ 令和６年産麦類種子検査立会

２８
栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第４０回通常総会開催

栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回理事会開催（書面）

７

１２ 栃木県 ビル 令和６年産米受検対策会議開催

２４～２５ 富山県 種子先進地視察研修会

３０～ 各種子場ＪＡ 令和６産大豆採種ほ場確認会出席

３１～ 各種子場ＪＡ 令和６年産稲採種ほ場確認会出席

８ ３０ 高根沢・黒磯農場 令和６年産稲・大豆原種立毛検討会出席

９
９ 栃木県 ビル

令和 年産麦類種子生産ほ場設置計画会議開催

令和 年産稲麦類及び大豆の種子価格検討会議（麦類）開催

１７ 栃木農場 令和６年産稲・大豆原種立毛検討会出席

１０
７ 栃木県 ビル 令和６年産稲種子調製程度確認会出席

９ 高根沢農場 令和 年産麦類原種生産会議出席

１１

１５ 栃木県 ビル 種子生産経営研修会

１９ 各種子場ＪＡ 令和６年産稲種子検査立会出席

２０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回幹事・事務局員会議開催

２２ 栃木県 ビル 令和６年産大豆種子調製程度確認会開催

２７ 栃木県 ビル 公益法人立入検査

２９ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３回理事会開催



月 日 場 所 内 容

１２

３ 栃木 ビル 備蓄稲種子発芽試験実施

１０ 栃木 ビル
稲麦類及び大豆の種子価格検討会議（稲）開催

令和６年産稲種子生産ほ場設置計画会議開催

１８～ 各種子場ＪＡ 令和６年産大豆種子検査立会出席

２３ 高根沢原種農場 令和６年産稲・大豆原原種・原種調製程度目合会出席

２
１３ 鬼怒川グランドホテル 種子生産研修会（全体集会・分科会）開催

２８ 栃木県 ビル 公社 栃木県米麦改良協会第３回幹事・事務局員会議開催

３
１０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第４回理事会開催

２６ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３０回臨時総会開催

４４．．主主要要行行事事内内容容（（令令和和６６年年４４月月～～令令和和７７年年３３月月））

月 日 場 所 内 容

４

１２～ 各種子場ＪＡ 令和６年産麦類採種ほ場確認会出席

１４～１５
農業総合研究

県内現地圃場

全国麦類育成系統立毛検討会出席

２０ 栃木農場 令和６年産麦類原種立毛検討会出席

２３ 黒磯・高根沢農場 令和６年産麦類原種立毛検討会出席

２５ 栃木県 ビル 令和６年度種子生産ＪＡ取扱会議開催

２７ 栃木県 ビル 令和５年度種子生産ＪＡ取扱会議開催

５ ２１ 栃木県 ビル 令和６年度種子センター担当者会議開催

６

４ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回幹事・事務局員会議開催

１２ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回理事会開催

２０ 栃木県 ビル 令和６年産麦類種子調製程度確認会開催

２６～ 各種子場ＪＡ 令和６年産麦類種子検査立会

２８
栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第４０回通常総会開催

栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回理事会開催（書面）

７

１２ 栃木県 ビル 令和６年産米受検対策会議開催

２４～２５ 富山県 種子先進地視察研修会

３０～ 各種子場ＪＡ 令和６産大豆採種ほ場確認会出席

３１～ 各種子場ＪＡ 令和６年産稲採種ほ場確認会出席

８ ３０ 高根沢・黒磯農場 令和６年産稲・大豆原種立毛検討会出席

９
９ 栃木県 ビル

令和 年産麦類種子生産ほ場設置計画会議開催

令和 年産稲麦類及び大豆の種子価格検討会議（麦類）開催

１７ 栃木農場 令和６年産稲・大豆原種立毛検討会出席

１０
７ 栃木県 ビル 令和６年産稲種子調製程度確認会出席

９ 高根沢農場 令和 年産麦類原種生産会議出席

１１

１５ 栃木県 ビル 種子生産経営研修会

１９ 各種子場ＪＡ 令和６年産稲種子検査立会出席

２０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回幹事・事務局員会議開催

２２ 栃木県 ビル 令和６年産大豆種子調製程度確認会開催

２７ 栃木県 ビル 公益法人立入検査

２９ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３回理事会開催



５５．．会会議議のの開開催催

（（１１））総総会会

区 分
総会日現在

会 員 数

出 席 者
主要な議事とその議決

本人 書面 計

通常総会

Ｒ6.6.28 
32 22 10 32 

1. 5 年度事業報告及び収支決算の承認について

2. 役員の選任について

3. 顧問の推たいについて

（全議案原案どおり議決）

臨時総会

Ｒ7.3.26 
32 21 11 32 

1. 7 年度事業計画並びに収支予算について

2. 7 年度会費並びに納入方法について

3. 7 年度借入金最高限度額について

4. 7 年度役員報酬額について

（全議案原案どおり議決）

（（２２））理理事事会会

区 分 理事数
出 席 者

主要な議事とその議決
本人 書面 計

第 1 回 
Ｒ6.6.12 

13 11 11 

1. 通常総会の開催について

2. 5 年度事業報告及び収支決算の承認について

3. 役員の選任について

4. 顧問の推たいについて

5. 会員の入会承認について

6. 参与の推薦について

7. 規定の一部変更について

（全議案原案どおり議決）

8. 報告事項

① 6 年産稲種子生産者価格の決定について

② 6 年産大豆種子生産者価格の決定について

第 2 回 
（書面）

Ｒ6.6.28 日 

13 13 13 1. 代表理事副会長の選任について

（原案どおり議決）



第 3 回 
Ｒ6.11.29 

13 8 8 

1. 6 年度残量処理計画について

2. 会計規程の制定について

（原案どおり議決）

3. 報告事項

① 6 年度事業の実施状況について(R6.11)
② 7 年産麦類種子の生産について

③ 事故処理負担金について

④ 7 年産用稲種子の申込み状況について

⑤ 今後の飼料用米多収品種について

第 4 回 
Ｒ7.3.10 

13 12 12 

1．臨時総会の議案について

2. 常勤理事の月額報酬について

（全議案原案どおり議決）

3. 報告事項

① 6 年産稲種子生産実績及び需要状況

② 6 年産大豆種子生産実績及び需要状況

③ 7 年産稲種子生産計画

④ 6 年度事業報告

（（３３））監監査査

区 分 監事数
出 席 者

主要な議事とその議決
本人 書面 計

Ｒ6.5.31 2 2 2 1. 5 年度事業報告・収支決算等監査

５５．．会会議議のの開開催催

（（１１））総総会会

区 分
総会日現在

会 員 数

出 席 者
主要な議事とその議決

本人 書面 計

通常総会

Ｒ6.6.28
32 22 10 32

1. 5 年度事業報告及び収支決算の承認について

2. 役員の選任について

3. 顧問の推たいについて

（全議案原案どおり議決）

臨時総会

Ｒ7.3.26
32 21 11 32

1. 7 年度事業計画並びに収支予算について

2. 7 年度会費並びに納入方法について

3. 7 年度借入金最高限度額について

4. 7 年度役員報酬額について

（全議案原案どおり議決）

（（２２））理理事事会会

区 分 理事数
出 席 者

主要な議事とその議決
本人 書面 計

第 1 回

Ｒ6.6.12

13 11 11

1. 通常総会の開催について

2. 5 年度事業報告及び収支決算の承認について

3. 役員の選任について

4. 顧問の推たいについて

5. 会員の入会承認について

6. 参与の推薦について

7. 規定の一部変更について

（全議案原案どおり議決）

8. 報告事項

① 6 年産稲種子生産者価格の決定について

② 6 年産大豆種子生産者価格の決定について

第 2 回

（書面）

Ｒ6.6.28 日

13 13 13 1. 代表理事副会長の選任について

（原案どおり議決）



６６．．附附属属明明細細書書

（（１１）） 令令和和６６年年産産稲稲種種子子生生産産実実績績

（（２２）） 令令和和６６年年産産麦麦類類種種子子生生産産実実績績

（（３３）） 令令和和６６年年産産大大豆豆種種子子生生産産実実績績

（（４４）） 令令和和７７年年産産用用稲稲種種子子需需給給状状況況

（（５５）） 令令和和７７年年産産用用麦麦類類種種子子需需給給状状況況

（（６６）） 令令和和７７年年産産用用大大豆豆種種子子需需給給状状況況



なすの 147 590 590 100 200 390 0 0 215

なす南 61 242 239 99 180 59 0 0 87

小　計 208 832 828 100 380 448 0 0 302

あさひの夢 しもつけ 47 205 205 100 84 122 0 0 75

なすひかり しおのや 10 41 41 100 5 36 0 0 15

しもつけ 67 295 295 100 104 191 0 0 108

はが野 32 140 140 100 48 92 0 0 51

小計 99 435 435 100 152 283 0 0 159

夢ささら なすの 0.3 1.2 1.2 100 0.0 1.2 0 0 0.4

364 1,514 1,511 100 620 891 0 0 550

きぬはなもち しもつけ 4 14 14 100 0 0 0 14 5

4 14 14 100 0 0 0 14 5

月の光
（飼料用米多収品種）

なすの 18 77 77 100 0 77 0 0 28

18 77 77 100 0 77 0 0 28

386 1,606 1,602 100 620 968 0 14 583

※売上金額：生産実績数量に種子生産者価格を乗じた。

（有機栽培種子）

品種名 法　人　名
面積
(ha)

契約
(ｔ）

実績
（ｔ）

対比
（％）

合格
未消毒
（ｔ）

コシヒカリ 民間稲作 1.3 1.7 2.1 125 2.1

飼料用米多収品種計

水　稲　計

備 考

とちぎの星

　水稲うるち計

　水稲もち計

令和７年２月１０日確定

ＮＰＯ法人(上三川町）

準
未消毒
（ｔ）

（（１１））令令和和６６年年産産稲稲種種子子生生産産実実績績数数量量

品種名 Ｊ　Ａ　名 面　積
(ha）

契約
（ｔ）

実績
（ｔ）

対比
（％）

※売上金額
税別

（百万円）

コシヒカリ

合格
消毒
（ｔ）

合格
未消毒
（ｔ）

準
消毒
（ｔ）

６６．．附附属属明明細細書書

（（１１）） 令令和和６６年年産産稲稲種種子子生生産産実実績績

（（２２）） 令令和和６６年年産産麦麦類類種種子子生生産産実実績績

（（３３）） 令令和和６６年年産産大大豆豆種種子子生生産産実実績績

（（４４）） 令令和和７７年年産産用用稲稲種種子子需需給給状状況況

（（５５）） 令令和和７７年年産産用用麦麦類類種種子子需需給給状状況況

（（６６）） 令令和和７７年年産産用用大大豆豆種種子子需需給給状状況況



種 品種名 Ｊ　Ａ　名 面積 契約 実績 対比
合格

未消毒
準 種子

※売上金額
税別

類 （ha） (t) （ｔ） （％） (t) (t) （百万円)

なすの 38 124 124 100 124 0 34

しもつけ 99 322 322 100 322 0 88

おやま 76 247 206 83 206 0 56

小計 213 692 651 94 651 0 178

とちのいぶき はが野 5 18 18 100 18 0 5

218 710 669 94 669 0 183

シュンライ なす南 50 117 117 100 0 117 31

50 117 117 100 0 117 31

さとのそら 足利 15 55 52 94 40 12 14

イワイノダイチ おやま 11 35 45 130 45 0 12

タマイズミ おやま 17 55 42 76 10 32 11

ゆめかおり しおのや 11 27 20 74 19 1 8

53 171 158 92 114 44 45

321 999 944 95 783 161 259

※売上金額：生産実績数量に種子生産者価格を乗じた。

令和６年８月５日確定

計

二
条
大
麦

ニューサチホ
ゴールデン

二条大麦計

（（２２））令令和和６６年年産産麦麦類類種種子子生生産産実実績績数数量量

六
条
大
麦

六条大麦計

小
麦

小　麦　計



ＪＡ名 面積 契約 実績 対比 合格 準Ａ 準Ｂ

(ha) (t) (t) (%) (t) (t) (t)

なすの 12 21 18 87 4 14 0 10

（大田原） 24% 76% 0%

なすの 9 17 15 93 11 4 0 9

（黒磯） 72% 28% 0%

なすの 6 10 6 54 1 4 0 3

（黒羽） 25% 75% 0%

なすの　計 27 48 39 82 17 22 0 23

43% 57% 0%

なす南 12 22 20 92 2 12 6 10

8% 61% 31%

合　  計 39 70 59 85 19 35 6 33

31% 58% 10%

※１　売上金額：生産実績数量に種子生産者価格を乗じた。

令和７年３月２６日確定

（（３３））令令和和６６年年産産大大豆豆（（里里ののほほほほええみみ））種種子子生生産産実実績績

※１
売上金額

税別
（百万円）







(令和７年４月末日現在)

（単位：t、％）

需　　要

契約
A

実績
B

里のほほえみ 70 59 12.0 0 71 46 26 56

※需要見込②：JA全農とちぎが４月下旬で取りまとめた７年産用種子予約に本会が推定した当用申込を加算した。

繰越見込
③＝①-②

需要シェア率
③/②

（（６６））令令和和７７年年産産用用大大豆豆種種子子需需給給状状況況

品種名

確　　保 繰　　越

令和６年産種子生産

備蓄
C

※ 転用
D

確保合計
①＝B+C+D

需要見込
②




